
指導例：解決志向の考え方を取り入れた「いじめ防止プログラム」 

 

大竹市立玖波小学校 教諭 久保 恵子 

 

１ 指導のねらい 

互いのよさを認め合い，いじめにより心身の苦痛を感じている友だちに対して共感的な感情を高め，

傍観者の行動の意味やいじめをなくしていくための行動について考え，実際に体験することを通して，

いじめを許さない学級をつくるために自分ができることを進んで行う主体的態度を育てる。 

 

２ 指導と評価の計画（学級活動，朝の会・帰りの会） 

教科等 活動の内容 指導上の留意点 
目指す児童の姿と 

評価方法 

帰りの会① 事前アンケート 

「学級での生活ふりかえり

アンケート」に回答する。 

・「最高の学級」にするための

第一歩として，今の自分の思い

を真剣に振り返らせる。 

学級での生活に関わる自

分の思いや様子を真剣に

振り返っている。 

[事前アンケート] 

帰りの会② 自分たちの学級の振返り 

学級の「よいところ」「直

したいところ」について発表

し，確認し合う。 

・「よいところ」や「直したい

ところ」について，出された意

見を「人の心に関すること」「ル

ールに関すること」「学習に関

すること」等に分け，現状を確

認しやすくする。 

学級の様子を振り返り，自

分の気付きやこれから取

り組むことを考え，発表し

ている。 

[行動観察] 

朝の会 よいところ見付けの提案 

ワークシートに，自分のよ

さを記入する。また，帰りの

会までに，隣の席の友だちの

よいところを見付け，書き込

んでいく。 

・たくさんのよいところを見付

けることができるように，例

（元気よくあいさつしていた，

友だちを遊びに誘っていた等）

を示す。 

・普段感じているよさも書いて

よいこととする。 

「自分のよさ」「友だちの

よさ」を意欲的に見付けよ

うとしている。 

[行動観察] 

帰りの会③ よいところ見付けの交流 

席の隣同士で，お互いのよ

いところを伝え合い，全体で

何人か発表する。 

・ワークシートに新たに知った

自分のよさを書き加えさせる。 

・リフレーミングについて知

り，自分が短所だと思っていた

ところが，見方によっては，長

所にもなることを知らせる。 

「友だちのよさ」を一生懸

命伝えようとしている。 

今まで気付かなかった「自

分のよさ」に気付いてい

る。 

[ワークシート・行動観察] 

帰りの会④ 「よいところ見付けクイズ」

に向けての提案 

学級全員のよいところをワ

ークシートに書く。 

・全員の意見を集約し，クイズ

にすることを伝え，自分しか知

らない友だちのよいところや

エピソードを意欲的に書ける

ようにする。 

友だちのよいところを見

付けて，ワークシートに書

いている。 

[ワークシート・行動観察] 

帰りの会⑤ よいところ見付けクイズ 

「この人のよいところを，

友だちは○○と言っていま

す。この人は誰でしょう。」

という出題から，友だちのよ

さを考え，答えさせる。（数

回に分けて行う。） 

・発表する時や答えを言う時，

冷やかしの言葉等を言わない

というルールを確認する。 

・最後の児童のクイズ終了後，

それぞれのよいところを掲示

する。 

自分の知っている友だち

のよさから，クイズに積極

的に答えようとし，自分の

知らなかった友だちのよ

さを認めようとしている。 

[行動観察] 



学級活動 

（第一次） 

・提示されたいじめの場面か

ら，自分がいじめられたとき，

どんな気持ちになるかを考え

る。 

・いじめられた経験を書いた

作文から，いじめられた人が

どれほど傷付くかということ

に気付く。 

・実態を考慮したいじめの場面

を提示し「自分がされたとき」

という設定で考えさせ，被害者

に対する共感性を高めさせる。 

・「帰りの会②」の「直したい

ところ（人の心に関すること）」

を振り返らせ，自分達の学級で

辛い思いをしている人はいな

いか考えさせる。 

【関心・意欲・態度】 

・いじめられた時の気持ち

を自分のこととして真剣

に考え，発表している。 

・いじめは絶対に許せない

という気持ちをもってい

る。 

[ワークシート・行動観察] 

学級活動 

（第二次） 

・被害者の立場に立ち，観衆

や傍観者の存在がいじめを拡

大・継続させることを理解す

る。 

・教師や代表児童のロールプ

レイを見て，仲裁者が現れた

ときの被害者の気持ちやいじ

めの状況はどのように変化す

るか考え，いじめをなくすた

めに大切な行動について考え

る。 

・観衆や傍観者の存在によっ

て，被害者は孤独感を感じ一層

辛くなることに気付かせる。 

・観衆や傍観者もいじめの加害

者であり，いじめは学級全体の

問題であることに気付かせ，い

じめを解決するためには，観衆

や傍観者が仲裁者に変容する

ことが大切であることに気付

かせる。 

【知識・理解】 

・観衆・傍観者がいじめを

拡大・継続させることを理

解している。 

【思考・判断・実践】 

・いじめをなくしていくた

めには，観衆・傍観者が仲

裁者に変容していかなけ

ればならないことに気付

いている。 

[ワークシート・行動観察] 

帰りの会⑥ 目標設定 

解決志向の有効な質問「ミ

ラクルクエスチョン」により，

「最高の学級」のイメージを

具体的に描き，共有する。 

・「朝，学校に来たら，『最高

の学級』になっていた。どんな

ふうになっていたら『最高の学

級』だと感じるか。」という質

問から，「最高の学級」のイメ

ージを発表させ，共有させる。 

・否定的な言葉は「○○してな

い代わりにどんなことが起こ

っているか」と問い直し，肯定

的な言葉で表すようにさせる。 

いじめのない「最高の学

級」についてイメージを膨

らませながら，意見を出し

ている。 

[行動観察] 

帰りの会⑦ 学級の現状の確認 

解決志向の有効な質問「ス

ケーリングクエスチョン」に

より，現在の学級でできてい

ることを確認し，具体的行動

目標を決定する。 

・「『最高の学級』が山の頂上

だとすると，今何合目まで登っ

ているか。そこまで登ることが

出来ているのは，何が出来てい

るからか。後一合登っていると

すると何ができるようになっ

ているか。」という質問から，

学級ができていること，次にみ

んなで頑張ること（具体的行動

目標）を共有させる。 

現在の学級の様子を真剣

に見つめ，更に良くするた

めに，これからの行動目標

を真剣に考えている。 

[ワークシート・行動観察] 

帰りの会⑧ 

(学級活動第

三次・第四次

と同時進行) 

友だちの頑張りに対する認め

合い 

「最高の学級」に向けての

具体的行動目標が達成できた

かを確認し，達成するための

友だちの頑張りを認め合い，

次の具体的行動目標を決定す

る。頂上に達するまで続けて

いく。 

・解決志向の好ましいアプロー

チ「コンプリメント（賞賛）」 

（具体的行動目標を達成する

ために友だちが頑張っていた

ことをワークシートに書かせ，

全体の場で発表させ，認め合い

の場とする。） 

・目標のどこまで達成できている

かを視覚的に表し，達成まで頑張

ろうという意欲をもたせる。 

互いに「友だちの頑張り」

を評価している。 

[ワークシート・行動観察] 



学級活動 

(第三次) 

・「友だちから人の悪口を聞

かされる」と言う場面におい

て，教師のロールプレイを見

ながら，よりよい会話の仕方

を考える。 

・四つのステップに沿って，

ペアで練習する。 

・いじめにならない会話の四つ

のステップ①問題を掴む（不満

は何か）②願いを掴む（どうな

ってほしいか）③解決方法を考

える（願いを叶えるためにどう

するか）④まとめる（相談した

くなるような言葉で終わる）の

流れを掴ませる。 

【思考・判断・実践】 

・問題の解決方法を考え，

発表している。 

・いじめを解決するため

に，手順に沿ってロールプ

レイを行っている。 

 [行動観察] 

学級活動 

（第四次） 

・観衆や傍観者にならないた

めに，自分はどのように行動

するかを，様々ないじめの場

面から具体的に考え，これか

らの自分の行動を決意表明す

る。  

・その場で「止める」という行

為のみでなく，先生に相談す

る，問題を解決するような話を

していく（第三次)等も考えさ

せる。 

・決意表明により，学級内に「い

じめを許さない」という雰囲気

をつくり，お互いに支え合うこ

とができるようにする。 

【思考・判断・実践】 

・今までの学習を活かし，

観衆や傍観者にならない

ために，どのように行動し

たらよいか考え，発表して

いる。 

・観衆や傍観者にならない

ために，どのように行動す

るかについて真剣に考え，

今後の自分の行動を，具体

的に決意している。 

[ワークシート・行動観察] 

帰りの会⑨ 学級活動（第四次）の振返り 

学級活動（第四次）に決意

したことについて，行動する

ことができているかを定期的

に振り返る。 

・いじめの仲裁者としての行動

について，「自分が頑張ってい

ること」「友だちが頑張ってい

たこと」を発表させ，認め合い

の場とする。 

「自分が頑張っているこ

と」「友だちが頑張ってい

ること」を，書いたり，発

表したりしている。 

[ワークシート・行動観察] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ ワークシート：よいところ見付け（朝の会・帰りの会） 

自分
じ ぶ ん

のよいところみつけ 

年
ねん

 組
くみ

 氏名
し め い

（             ） 

１ 自分
じ ぶ ん

のよいところを書
か

こう。 

 

２ 友達
ともだち

がみつけてくれた，自分
じ ぶ ん

のよいところ（もらったプリントをはろう） 

 

３ あたらしく気
き

づいた自分
じ ぶ ん

のよさを書
か

こう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（      ）さんの，こんなよいところをみつけたよ 

                       （              ）より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（      ）さんの，こんなよいところをみつけたよ 

                       （              ）より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学級活動（第一次） 

（１）本時の目標  いじめられた時の気持ちを考え，「いじめは許せない」という気持ちをもつこと

ができる。 

（２）学習の展開 

【事前の活動】○事前アンケートに回答し，学級での生活の中での自分自身の状況を振り返る。 

○学級の「よいところ」「直したいところ」を振り返る。 

 

学習活動 指導上の留意事項（◇） 
評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

１ 学級の現状を振り返

り，本時の目標を確認す

る。 

 

 

２ いじめとはどういう

ものかを知る。 

 

３ 自分がいじめられた

時の気持ちを考える。 

・個人でワークシートに

書く。 

・全体で発表する。 

 

 

 

４ 教師の話（資料）を聞

き，いじめられた時の気

持ちを考える。 

 ・個人で考える。 

 ・グループで話し合い，

発表し合う。 

 

５ 自分達の学級を振り

返る。 

 

 

 

 

６ 本時のまとめをする。 

 

 

 

 

 

 

 

７ 本時を振り返り，次時

へつなげる。 

◇事前の活動を通して，学級に対する課題意識をもた

せ，本時の目標を確認し，活動の見通しをもたせる。 

 

 

 

◇いじめの態様等を示しながら，いじめとはどういう

ものかについて理解させる。 

 

◇いじめの場面を提示し，自分がいじめられた時を想

定させ，その気持ちを考えさせる。 

（自分のこととして捉えきれない児童には，場面を具

体的に話し，その行為が何度も続いた時，どんな気持

ちになるかを考えさせる。） 

 

 

 

◇いじめられた体験を通して，感じたことや考えさせ

られたことを書いた作文を読み，いじめられた人がど

れほど傷つくかということに気付かせる。 

◇友だちが声をかけてくれたり，慰めてくれたりする

ことなどで支えられることに気付かせる。 

 

 

◇事前活動で児童が挙げた「この学級のよいところ」

から，「自分達の学級には友だちを支えようとしてい

る人がいる」一方，「この学級の直したいところ」か

ら，「人の心を傷つけることも起こっていて，つらい

思いをしている人がいる」ことを振り返らせる。 

 

◇「いじめられた時，どのような気持ちになるか」を

再度思い起こさせ，いじめについて思うことをワーク

シートに書かせ，発表させる。 

 

 

 

 

 

◇次時の学習内容を伝え，見通しをもたせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・いじめられた時

の気持ちを，自分

のこととして，真

剣に考え，発表し

ている。 

〔関心・意欲・態

度〕（行動観察・

ワークシート） 

 

 

 

 

 

 

 

・いじめはぜった

いに許せないと

いう気持ちをも

っている。 

〔関心・意欲・態

度〕（ワークシー

ト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本時の目標】   いじめられた時の気持ちを考えよう 

児童のまとめ予想 

いじめは人に「死にたい」と思わせるくらいつらいことだ。いじめはぜったい許せない。 

この学級から，いじめをなくしたい。 



第一次  いじめの場面 （２人の会話） 

 

○子：ねえ，最近Ａちゃんって調子にのってると思わない？ 

△美：思う，思う。目立ちすぎなんだよね。 

○子：みんなも，Ａちゃんのこと，いやだって言ってるよ。 

△美：あ，シー。来たよ。 

○子：いいじゃん，聞こえたって。どうせ，みんな，A ちゃんの嫌ってるんだし。 

△美：そうじゃね。あははは・・・。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



「最高
さいこう

の学級
がっきゅう

」をめざして 

ワークシート１ 

年
ねん

 組
くみ

 氏名
し め い

            

 

 

１ 自分
じ ぶ ん

がいじめられていると想
そう

ぞうしてください。 

どんな気持
き も

ちになりますか。 

 

２ 作文
さくぶん

を書
か

いた人
ひと

は，いじめられたことで，どんな気持
き も

ちになりましたか。 

 

３ 今日
き ょ う

，学習
がくしゅう

したことをふり返
かえ

って，「いじめられた時
とき

，どんな気持
き も

ちになるか」

「いじめについて思
おも

うこと」を書
か

きましょう。 

 

いじめられた時
とき

の気持
き も

ちを考
かんが

えよう 



５ 学級活動（第二次） 

（１）本時の目標  いじめられている時，観衆・傍観者がいたらどんな気持ちになるか考え，いじめ

をなくしていくには，どのように行動していくことが大切かを考えることができる。 

（２）学習の展開 

学習活動 指導上の留意事項（◇） 
評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

１ 本時の目標を確認す

る。 

 

 

２ 提示されたいじめの

場面から，状況把握す

る。  

 

３ 提示されたいじめの

場面において，被害者の

立場に立ち，その行動に

ついて考える。 

 ・個人で考える。 

 ・全体で発表する。 

４ いじめの４層構造を

知り，観衆や傍観者のい

じめへの影響を考える。 

・個人でワークシートに

書く。 

・グループで話し合い，

発表し合う。 

５ 観衆や傍観者になら

ないためにどうしたら

よいか考える。 

・ペアトークする。 

・全体で発表する。 

６ 仲裁者が現れた時の

いじめの場面のロール

プレイから，感じたこと

を全体で発表する。 

 

 

 

 

 

７ 本時のまとめをする。 

 

 

 

 

 

８ 本時を振り返り，次時

へつなげる。 

 

 

 

 

◇いじめに関連した資料を提示する。 

◇提示された場面は，いじめか遊びかを考えさせ，さ

れている人がいやな気持ちであれば，いじめであるこ

とを確認する。 

◇被害者が，「いやだ」と表現することがいじめをな

くすために大切なことであるが，表現できない時もあ

ることを知る。 

◇被害者が「いやだ」と表現できるのは，周りがどん

な状況の時か考えさせる。 

 

◇観衆・傍観者の存在によって，いじめが拡大・継続

し，被害者は孤独感を感じ，「いやだ」と表現できな

くなり，さらにつらい思いをすることに気付かせる。 

◇観衆・傍観者が，いじめにどのような影響を与える

か考えさせ，観衆・傍観者も加害者であることに気付

かせる。 

 

◇机間指導を行い，「実際に声に出して注意する」と

いうこと以外にも，いじめを止められることはないか

考えさせる。 

 

 

◇教師を交えたロールプレイの中で，仲裁者が増える

ことで，被害者の孤独感が解消され，「いやだ」と表

現しやすくなり，加害者はいじめを継続しにくくなり，

観衆・傍観者が仲裁者に変わりやすくなり，いじめを

なくしていくことになると気付かせる。 

（それぞれの立場に立ちにくい児童には，教師を交え

たロールプレイに入らせ，実感させる。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇次時の学習内容を伝え，見通しをもたせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・観衆・傍観者が

いじめを拡大・継

続させることを

理解している。

[知識・理解]（ワ

ークシート・行動

観察） 

 

 

 

 

 

・いじめをなくし

ていくためには，

観衆・傍観者が仲

裁者に変容して

いかなければな

らないことに気

が付いている。

[思考・判断・実

践]（ワークシー

ト・行動観察） 

 

【本時の目標】いじめられている時，はやしたてる人や，見て見ぬふりを

する人がいたら，どんな気持ちになるか考えよう 

児童のまとめ予想 

いじめを見ているだけで止めないのは，いじめているのと同じことだ。いじめられた時，

だれも助けてくれなかったら，一人ぼっちの気持ちになって，すごくつらい。ぼくも，友だ

ちにつらい思いをさせていたんだと気付いた。何か自分の出来る事をしていこうと思う。 



第二次 「プロレスごっこ」の場面 

 

１ はじめ 

加害者：「おい，いつものプロレスごっこやろうやー。」 

被害者：「え～・・。」 

傍観者：「あ～，またはじまったよ。」 

２ 観衆・傍観者の影響 

観衆 ：「ほら，本気出せよ。弱いなあ。」 

観衆 ：「ほらほら，反撃しろよ。やられっぱなしじゃ，つまらんじゃん。」 

観衆 ：「あ～，泣きそう。もっとやる気出せよ。」 

傍観者：「あ～あ，いつもこうだよね。私には，関係ないけど。」（心の声） 

傍観者：「またやられてる。まあ，しょうがないよね。」（心の声） 

３ 仲裁者が現れる 

仲裁者：「ねえ，いい加減にやめんさいよ。」 

仲裁者：「私もそれはやりすぎだと思う。」 

仲裁者：「いじめはよくないよ。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「最高
さいこう

の学級
がっきゅう

」をめざして 



ワークシート２ 

年
ねん

 組
くみ

 氏名
し め い

            

 

 

 

１ 自分が，いじめられている場面
ば め ん

で，まわりの人
ひと

が，はやしたてたり，見
み

て見
み

ぬふりを

していたら，どんな気持
き も

ちになりますか。 

 

２ はやしたてたり，見
み

て見
み

ぬふりをしている人
ひと

に対
たい

して，どう思
おも

いますか。 

 

３ いじめをとめる人
ひと

が出
で

てきた時
とき

，どんな気持
き も

ちになりますか。  

 

４ 今日
き ょ う

の学習
がくしゅう

から，感
かん

じたことや考
かんが

えたことを書
か

きましょう。 

 

いじめられている時
とき

，はやしたてる人
ひと

や，見
み

て見
み

ぬふりを

する人
ひと

がいたら，どんな気持
き も

ちになるか考
かんが

えよう 



６ 学級活動（第三次） 

（１）本時の目標  いじめが起きた時，観衆・傍観者にならないための解決方法を考える。 

（２）学習の展開 

学習活動 指導上の留意事項（◇） 
評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

１ 本時の目標を確認する。 

 

 

２ 自分の体験やその時の

感情を思い出し発表する。 

３ 演習事例の三つの対応

例から，教師のロールプレ

イを見て，どれが一番よい

受け答えかを考える。 

・個人で考える。 

・全体で発表する。 

 

 

 

 

 

４ 問題の解決方法を考え

る。 

・個人で考える。 

・ペアトークする。 

・全体で発表し合う。 

５ いじめの解決の手順を

確認する。 

 

 

 

 

 

６ ③のパターンを隣の人

とロールプレイする。 

  

 

７ いじめの解決方法のロ

ールプレイを見る。  

 

 

 

８ 本時のまとめをする。 

 

 

 

 

９ 本時を振り返り，次時へ

つなげる。 

 

 

 

◇友だちに注意してうまくいかなかったり，友だちから

人の悪口などを聞かされたりしたことを想起させる。 

◇演習事例の場面や悪口を言ってきた友だちの気持ちを

つかませる。 

（事例） 

不満をもっている友だちが悪口を言ってきた場面において 

①一緒に悪口を言う 

②悪口を言った友だちを注意する。 

③一緒に解決方法を考える。 

◇①②のパターンでは，いじめは解決していかないこと

を確認する（②のパターンは，いじめにはなっていない

が，いじめの解決にはならず，友だちの不満はなくなら

ないことを考えさせる。）。 

◇不満の原因である問題の解決方法について，出された

意見を板書し，後から選べるようにする。 

 

 

 

◇「（１）問題をつかむ（２）願いをつかむ（３）解決

方法を考える（４）まとめる」の四つのステップに沿っ

て受け答えすると，いじめの解決に向かう会話になるこ

とを知る。 

◇それぞれのステップでの対応の言葉を児童からいくつ

か発表させ，ステップの流れをつかみやすくする。 

◇先に教師が見本を見せる。 

◇一番よいと思う解決法を選んだ後，ロールプレイに入

らせる。 

（ステップに合っていれば，普段使う言葉に置き換えて

話してもよいことを伝える。） 

◇教室の前方に１組出し，いじめの解決方法を最後まで

ロールプレイさせる。 

◇悪口や注意だけで終わらず，解決に向けて友だちと一

緒に考えていくことが，よりよい友だち関係をつくって

いき，よりよい学級になることに気付かせる。 

 

 

 

 

 

◇次時の学習内容を伝え，見通しをもたせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・問題の解決方法を

考え，発表してい

る。 

〔思考・判断・実践〕

（行動観察） 

 

 

 

 

 

 

 

・いじめを解決する

ために，手順に沿っ

てロールプレイし

ている。 

〔思考・判断・実践〕

（行動観察） 

 

 

【本時の目標】  問題が起こった時，どのように解決していったらよいかをみんなで考えよう 

児童のまとめ予想 

（１）から（４）のステップを意識して友だちと会話したら，いじめも解決するし，友だちともよい関係

になって，みんなが仲良くなれると思った。このやり方を普段から使っていくことができるようにしたい。 



第三次 場面 

 

 Ａさんは，よく忘れ物をします。 

そのたびに，隣の席のＢさんに借りるのですが，Ａさんは，借りたまま忘れてしまい，すぐ返し

ません。 

何度かＢさんは，「貸したものはすぐ返してね。」と注意するのですが，なかなか直りません。 

Ｂさんは，だんだん腹が立ってきてＡさんに対する態度がどんどん冷たくなっていきます。 

 ある日，Ｂさんが，あなた（Ｃ）に「Ａさんってむかつくよね。」と言ってきました。 

 

【問題解決の方法 ３つのパターン】 

①一緒になって悪口を言う。 

②悪口を言ったＢさんを注意する。 

③Ｂさんの怒りがおさまるように，解決方法をいっしょに考える。 

 

①一緒になって悪口を言う。 

Ｂ「Ａさんってむかつくよね。」 

Ｃ「何かあったの？」 

Ｂ「いつも忘れ物ばっかりして，何回言っても，貸したものをすぐ返してくれないんだよ。」 

Ｃ「えー，ひどーい。それって迷惑だよね。ほんとむかつくね。もう，無視しちゃおうか。」 

Ｂ「そうする。だってむかつくもん。」 

 

②悪口を言ったＢさんを注意する。 

Ｂ「Ａさんってむかつくよね。」 

Ｃ「何があったか知らないけど，それって悪口だよ。」 

Ｂ「だって，何回言っても，貸したものをすぐ返してくれないんだよ。」 

Ｃ「理由があっても，Ｂさんのいないところで悪口を言うのはよくないよ。」 

Ｂ「じゃあ，どうすればいいのよ。」（怒りがおさまらない） 



③Ｂさんの怒りがおさまるように，解決方法をいっしょに考える。 

（ステップ１） 

Ｂ「Ａさんってむかつくよね。」 

Ｃ「どうしてそう思うの？」 

Ｂ「何回言っても，貸したものをすぐ返してくれないんだよ。」 

Ｃ「そうか。何回言っても，Ａさんが貸したものを返してくれないから怒っているんだね。」 

Ｂ「うん。消しゴムとか鉛筆とか貸しても，こっちが言うまで返してくれないから迷惑し

てるんだー。」 

 

（ステップ２） 

Ｃ「じゃあ，Ａさんがどうなったら，Ｂさんは気持ちがおさまるの？」 

Ｂ「Ａさんが，できるだけ忘れ物をしないで，もし忘れた時は，ちゃんと貸したものをす

ぐに返してくれたらいいんだけど。」 

Ｃ「そうなんだ。Ａさんが忘れ物をしないようにして，もし忘れても借りたものをちゃん

と返すようになってくれたら，気持ちがおさまるんだよね。」 

 

（ステップ３） 

Ｃ「じゃあ，Ａさんが忘れ物をしなくなったり，借りたものをちゃんと返せるようになっ

たりするために，どうしたらいいと思う？」 

Ｂ「えーっと。」 

 

[みんなで，どうすれば，Ａさんが忘れ物をしなくなったり，借りたものをち

ゃんと返せるようになったりするか，考えてみましょう。] 

 

 

 

 

 

 



 



「最高
さいこう

の学級
がっきゅう

」をめざして 

ワークシート３ 

年
ねん

 組
くみ

 氏名
し め い

            

 

 

１ 友
とも

だちが悪口
わるぐち

を言
い

ってきた時
とき

，どのように返事
へ ん じ

するのがよいと思
おも

いますか。 

 番号
ばんごう

に○をし，理由
り ゆ う

を書
か

きましょう。 

 １ 

  

 ２ 

  

 ３ 

理由
り ゆ う

は， 

２ 当
あ

てはまるところに，○をつけましょう。 

３ 今日
き ょ う

の学習
がくしゅう

を終
お

えて，感
かん

じたことや気付
き づ

いたことを書
か

きましょう。 

 

 
そう 

思
おも

う 

少
すこ

し 

そう 

思
おも

う 

あまり

そう思
おも

わない 

そう 

思
おも

わな

い 

①いじめをかい決
けつ

する方法
ほうほう

がわかった。 

    

②いじめをかい決
けつ

する練習
れんしゅう

をした時
とき

，かい決
けつ

方法
ほうほう

をたく

さん考
かんが

えることができた。 

    

③友
とも

だちがおこったり，こまったりした時
とき

は，かい決
けつ

方法
ほうほう

をいっしょに考
かんが

えたい。 

    

いじめをかい決
けつ

する方法
ほうほう

を考
かんが

えよう 



７ 学級活動（第四次） 

（１）本時の目標 「いじめはしない」，「いじめの場面で，いじめを止めるために自分ができる行動を

とる」と決意する。 

 ② 学習の展開 

学習活動 指導上の留意事項（◇） 
評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

１ 本時の目標を確認する。 

 

 

２ 今まで学んできたことを

振り返る。 

・個人で考える。 

・全体で発表する。 

 

 

 

 

３ 提示されたいろいろない

じめの場面から，自分はど

のように行動するか考え

る。  

・個人でワークシートに書

く。 

・グループで話し合い，全

体で発表し合う。 

 

４ 本時のまとめをする。 

・個人でワークシートに書

く。 

・全体で発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 単元全体を振り返る。 

   

 

 

 

 

◇いじめられた時のつらさや観衆・傍観者の行動，い

じめを解決していく方法等，これまでの学習を思い出

させる。 

（黒板に今までの学習の要点を掲示し，視覚的に振り

返りができるようにする。） 

◇学習した後，普段自分が気を付けたり，実践したり

していることや友だちが実践していることを発表さ

せ，本時の意欲につなげる。 

◇いじめの被害にあった時，いじめの場面を見た時，

どのように行動するかを具体的に考えさせる。 

◇いじめを許さない立場に立っている意見は，全て肯

定的に評価する。 

（すぐに思いつかない児童は，友だちの意見を聞いて，

その中から自分にできそうな事を選ばせる。） 

 

 

 

◇３で考えた具体的な行動を振り返り，いじめに対す

るこれからの行動を決意させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇４時間の授業全体の様子や日々の様子について肯定

的な評価を行い，授業で学んだことを，実際に行動に

移していくことが大切であることを伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・今までの学習を生

かし，観衆や傍観者

にならないために

どのように行動し

ていったらよいか

考え，発表してい

る。 

〔思考・判断・実践〕

（行動観察・ワーク

シート） 

・観衆や傍観者にな

らないためにどの

ように行動するか

を真剣に考え，決意

している。 

〔思考・判断・実践〕

（行動観察・ワーク

シート） 

 

 

 

 

 

 

【事後の活動】 

○帰りの会で，人を傷つけることを言ったり，したりしていないか，見て見ぬふりをしていないかについ

て，振り返りと評価を行う。 

【本時の目標】いじめに対して自分はどのように行動するか，気持ちをはっきりと言葉に表そう 

児童のまとめ予想 

・いじめのいろいろな場面で，いじめをなくすためにどんなふうに行動したらいい

か一生懸命考えた。自分は，絶対にいじめはしない。いじめを見たら，注意したい

し，一人で出来ない時は，友だちと一緒に注意したり，先生に相談したりしようと

思う。５年１組を，いじめを許さない学級にしたい。 

 



「最高
さいこう

の学級
がっきゅう

」をめざして 

ワークシート４ 

年
ねん

 組
くみ

 氏名
し め い

            

 

 

１ こんな時
とき

，どうしますか。 

授業中
じゅぎょうちゅう

，学級
がっきゅう

の友
とも

だちの悪口
わるくち

を

書
か

いた手紙
て が み

が回
まわ

ってきました。

書
か

いたのは，仲
なか

の良
よ

いＡ
エー

さん。

ニヤニヤしながら，次
つぎ

の人
ひと

に回
まわ

すように，合図
あ い ず

しています。 

自分
じ ぶ ん

だったら， 

２ こんな時
とき

，どうしますか。 

絵
え

の具
ぐ

の片付
か た づ

けの時
と き

，筆
ふ で

を洗
あ ら

っ

ていたＢ
ビ ー

さん。あわてていてＣ
シ ー

君
くん

の服
ふく

に絵
え

の具
ぐ

をつけてしまい

ました。Ｃ
シ ー

君
く ん

は怒
おこ

ってＢ
ビー

さんを

せめています。まわりに人
ひと

が集
あつ

まってきました。Ｂ
ﾋ ﾞ ｰ

さんは，ど

うしていいかわからず，こまっ

ています。 

自分
じ ぶ ん

がその場
ば

にいたら， 

☆ いじめに対
たい

して，これから自分
じ ぶ ん

はどのように行動
こうどう

していくか決意
け つ い

を書
か

こう。 

 

 

いじめに対
たい

して，自分
じ ぶ ん

はどのように行動
こうどう

するか，言葉
こ と ば

に表
あらわ

そう 


